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第 1 章 研究の背景と研究目的

世界的な人口の高齢化に対応するため、高齢者に関する諸問題はこれまで老年学によっ

て探究されてきた。経済学の分野では、高齢者の就業継続が経済成長に貢献することが、

Lucas(1988)などによって検証されている。そのため、定年延長や退職後の再雇用などによ

って高齢者の就業継続をいかに達成するかが研究的でも政策的にも重要性が増している。

中国は高齢化社会から超高齢化社会に移行しつつあり、高齢者雇用を取り巻く環境も加

速度的に変化している。しかし、高齢者の就業機会の確保や就業継続の制度は十分に整備

されていない。こうした背景の下で、中国の高齢者の就業継続の要因を明らかにすること

は重要でかつ緊急性が高いと考えられる。

本研究の目的は、既往研究を踏まえて構築した分析モデルに基づき、最新のデータを用

いて高齢者就業の継続要因を解明することである。

第 2 章 研究方法

2. 1 分析モデルの構築

高齢者の就業継続の有無がどのような要因によって影響されるのかを検証するために、

まずは、既往研究で明らかになっている知見に基づき基礎モデルを構築した。次いで、中

国の高齢者施策、高齢者の特徴・背景を考慮し、基礎モデルを発展させたリサーチクエス

チョンを設定した。リサーチクエチョンは、①デモグラフィックス要因、②経済的要因、

③家族要因、④健康要因という 4 要因で構成した。

2.2 分析データ

2018 年の中国健康と養老追跡調査のデータを用いた。この調査は、2011 年から 2012 年

に分けて、北京大学によって実施され、45 歳以上の中国国民を対象とした追跡調査である。

その後、2，3 年ごとに 1 回の追跡調査が実施されている。データの二次分析については、

「北京大学社会科学調査中心」に申請し承認を得た。

2.2 分析項目

①のデモグラフィック要因は性と年齢、②経済的要因は持家の有無、借金の有無、年金

の受給の有無、③家族要因は孫の世話、家族員数、老後の介護を頼める人の有無、④健康

要因は主観的な健康指標を用いて測定した。

2.3 統計解析

ロジスティック回帰分析を用いて、従属変数に就業継続の有無、独立変数にデモグラフ

ィックス要因、経済的要因、家庭要因、健康状態を投入し分析を行った。
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第 3 章 結果

性別と年齢というデモグラフィック要因はいずれも就業継続に有意な影響がなかった。

経済的要因については、年金の受給者と借金がある人では就業継続が有意に低かった。家

庭要因については、老後の介護を頼める人がいると就業継続が有意に低かった。健康状態

については、健康状態が良好な人で就業継続が有意に高かった。

第 4 章 考察

デモグラフィックス要因に関しては、日本では「中高年者縦断調査」などのデータを解

析する中で、高齢者の就業継続に対しては年齢などのデモグラフィックス要因の影響が大

きいことが示されている。しかし、本研究では、年齢は就業継続に有意な影響をもってい

なかった。他方、健康要因については、濱秋・野口（2010）の分析結果と共通して、高齢

者の就業継続に有意な影響が見られた。以上の結果から、中国においては、一定の年齢の

範囲以内であるならば、かなりの高齢になっても加齢が健康状態に悪影響を及ぼし、結果

として就業継続が妨げられる可能性が低いことが示唆されている。

中国の既往研究では、高齢者の就業継続の主要な動機は報酬の高さではなく生活の充実

や仕事の生きがいであると指摘されている（王ら,2019;陸・童，2020）。しかし、本研究

では、年金を受給していること、老後の介護を頼める人がいることが就業継続を有意に低

下させるという結果が得られた。安藤（2017）などによる日本の研究と共通して、高齢者

の就業継続には、年金がなければ生活費を稼ぐために仕事をしなければならないという経

済的な理由が強く作用していることが示唆されている。すなわち、経済的に安定した老後

生活を送る態勢にない高齢者では、生活の充実や仕事の生きがいでの就業継続ではなく、

経済的に安定した老後生活を求めて就業継続を選択している可能性が示唆されている。

本研究の結果から、中国の労働力不足の問題を改善するためには、高齢者に対する年金

給付を抑制し、経済的に働かざるをえない状況を作り出すことが有効な施策であるという

ことになる。しかし、そのことによる就業の延長は、過酷な労働環境にあっても無理をし

て高齢者が就業することを意味しており、就業が高齢者の健康や生きがいにとってマイナ

スの影響を及ぼしかねない。年金を抑制し、高齢者の就業を促すことを追求する場合には、

高齢者に適した労働環境の整備が不可欠である。

第 5 章 終章

本研究では、高齢者の就業継続意欲に関する規定要因について二次分析のデータを用い

て分析した。本研究では、労働経済学の視点だけではなく、中国の国情と中国高齢者の特
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徴も踏まえて、デモグラフィックス要因、経済要因、家庭要因、健康要因という 4 つの側

面から中国人高齢者の就業継続に関する諸要因の分析モデルを構築した。
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